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政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
諸
点
に
留
意
し
、
そ
の
運
用
に
つ
い
て
遺
漏
な
き
を
期
す
べ
き
で
あ
る
。 

 一 

奄
美
群
島
及
び
小
笠
原
諸
島
の
振
興
開
発
基
本
方
針
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
地
元
の
創
意
工
夫
が
十
分
に
発
揮
で
き
る
内
容
と
な
る
よ

う
留
意
す
る
こ
と
。 

 二 

奄
美
群
島
及
び
小
笠
原
諸
島
に
お
け
る
定
住
の
促
進
に
資
す
る
た
め
、
医
療
・
介
護
等
生
活
環
境
の
改
善
に
つ
い
て
具
体
的
か
つ
充
実
し
た

施
策
の
実
施
に
努
め
る
と
と
も
に
、
両
地
域
に
お
け
る
交
流
人
口
の
増
大
や
物
価
格
差
の
是
正
等
の
た
め
、
人
の
往
来
及
び
物
資
の
流
通
に

要
す
る
費
用
の
低
廉
化
に
資
す
る
た
め
の
施
策
の
充
実
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
所
要
の
措
置
の
実
現
を
図
る
こ
と
。 

  三 

奄
美
群
島
振
興
交
付
金
制
度
は
、
主
に
ソ
フ
ト
面
で
の
支
援
施
策
と
し
て
、
地
域
が
主
体
的
に
施
策
を
実
施
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
趣

旨
に
鑑
み
、
積
極
的
な
活
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
き
め
細
か
な
配
慮
を
す
る
こ
と
。
ま
た
、
奄
美
群
島
の
特
性
に
即
し
た
産
業
を
図
る
た
め
、

大
島
紬
・
黒
糖
焼
酎
等
の
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
地
場
産
業
の
よ
り
一
層
の
振
興
が
図
ら
れ
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。 

 四 

奄
美
群
島
及
び
小
笠
原
諸
島
は
、
自
然
環
境
面
に
お
い
て
極
め
て
貴
重
な
地
域
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
振
興
開
発
に
当
た
っ
て
は
、
自
然

環
境
の
保
護
・
保
全
に
積
極
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
の
自
然
環
境
の
保
護
・
保
全
と
両
立
す
る
持
続
的
な
観
光
振
興

が
図
ら
れ
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。 
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  五 

離
島
航
空
路
線
が
住
民
の
生
活
路
線
で
あ
る
こ
と
、
他
地
域
と
の
交
流
の
活
発
化
に
欠
か
せ
な
い
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
こ
と
等
に
鑑
み
、
地
元

の
意
見
や
自
然
環
境
と
の
調
和
に
十
分
配
慮
し
つ
つ
、
本
土
・
奄
美
群
島
間
の
航
空
の
利
便
性
向
上
や
小
笠
原
諸
島
に
お
け
る
航
空
路
の
開

設
を
含
め
、
必
要
と
な
る
取
組
に
努
め
る
こ
と
。 

 六 

奄
美
群
島
及
び
小
笠
原
諸
島
は
、
台
風
の
常
襲
地
帯
に
位
置
す
る
と
と
も
に
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
伴
う
津
波
被
害
も
想
定
さ
れ
る
な
ど
、

災
害
を
被
り
や
す
い
地
理
的
・自
然
的
条
件
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
必
要
な
防
災
・減
災
対
策
を
推
進
す
る
こ
と
。 


